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　初診時 9 歳か ら 43 歳 （平均 24 ．3 歳》の食餌依 存性運動誘発 ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー患者 18 例 （男 7

，女 11）

を対象に数年間の経過を観察した．ア ナフ ィ ラキシーを起 こ した原因食物は ， 9 例が小麦 ， 2 例が エ ビ ，

1 例が巻き貝 ， 1 例が 魚 で ， 残 り 5 例は 原因不 明 で あ っ た．誘発 した運動は 、 球技 ， ラ ン ニ ン グ， 自転車 ，

水泳 ， 剣道の他 ， 通常の歩行な どもみ られた．これ らの症例に対 し， 食事お よび運動制限の 指導や ，

DSCG
，
　 repirinast な どの 抗 ア レ ル ギー薬の 内服治療を施 しなが ら

，
2 〜 10 年に わ た り臨床症状お よび

検査の 経過を追跡したとこ ろ， ア ナフ ィ ラキシー様症状の 再発がみ られた例も少数存在したが ， 概ね症

状は軽快 してい っ た．それに伴 い
， 小麦の特異的 19E 抗体 （RAST ・score ）の低下がみ られ た例 や，抗

19E 抗体刺激によるヒス タ ミン遊離率が ，
　 DSCG 内服後に低下がみ られた例が あっ た．
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　　　　　　 induced　anaphylaxis

disodium　 cromoglycate 　　　 food−dependent　 exercise −

natural 　remission 　 　 　 restriction 　of　exercise

は じ め に 対象と方法

　特定の 食物摂取後の 運動 によ り誘発 される ア ナ フ ィ

ラ キ シ
ー

は，食餌依存性運動誘発ア ナ フ ィ ラキ シー

（food−dependent　exercise −induced　anaphylaxis ，以 下

FEIAn と略す）とよばれ ， 1979年 Maulitzらに よっ て

初 め て 報告 され 1＞
， 1983年 Kidd らに よっ て こ の 疾病

概念が提唱 された2〕．既 に本邦で も多数の 報告はある

が 3）4＞，長期に経過を追跡 した 報告は少ない ．今回我 々

は ， 問診お よび ア レル ギー検査 ， 負荷試験 で 診 断 した

自験 18症例 の FEIAn 患者にお い て ，最短 2 年，最長

10年 の 経過 を観察した の で 報告する ．
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　対象は，東京大学医学部附属病院お よ びその 関連施

設の ア レ ル ギ
ー外来に通院する初診時 9 歳か ら 43歳

（平均 24．3 歳）の 患者 18例 （男 7 例 ， 女 11例）で あ る ．

ア ナ フ ィ ラ キシ
ー

をお こ した食物 は ， 9例が小麦食品，

2 例が エ ビ，1 例が巻 き貝，1 例が魚で ，残 り5 例は食

品は特定で きなか っ たが ， その うちの 4 例は中華料理

を摂取 して い る ，ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー

を誘発 した運動 は ，

球技 ， ラ ン ニ ン グ，自転車 ， 水泳，剣道 の 他，通常 の

歩行や 掃除など比較的運動負荷が軽度と思 われ るもの

まで あ る．こ れ らの 患者が呈 した ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー

様

症状 の 標 的臓器 は多岐に わた っ て い る．蕁麻疹などの

皮膚症状は全例必発で，低血圧 ，意識障害などの 循環

器症状や喘鳴，呼吸困難な どの 呼吸器症状 も殆 どの 例

で み られた。病歴 お よび臨床経 過につ い て は，本人お

よ び母親か らの 問診で行 っ た．ア レ ル ギー検査 と して

は，血液
一
般 （好酸球数）， 血清総 IgE 値 ，

プ リ ッ ク テ

ス ト， 血清特異 lgE抗体，血清特異 IgG4値 t 抗 lgE

抗体刺激に よ る末梢血 ヒ ス タ ミ ン 遊離テ ス トなどを施

行 した．患者 の 同意が得 られた Tableの Case　4 で は，

食餌 ＋ 運動 の 負荷試験 を施行 し た．（以 下 も本文 中 の
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CaseNo.Age(yr)SexOffendingfoods
InducingexercisesPresenting

symptomsIgE(IU/mi)RASTscoreforoffendingfoods

Pricktest
(mm)foroffendingfoodsAntiallergic

medicineRemissionperiod

1

2

3

4

5

6

7
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43

9

M

F

M

F

M

F

F

F

M

F

F

M

F

M

F

F

F
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DancingRunnnigPhysicaleducation

Basketbal1
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Tennnis

Physicaleducation
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WalkingTakingabath
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Basebal1Soccer

UrticariaAngieedema

DyspneaRhinorrhea

UrticariaShockUrticariaAngioedema

DyspneaConjunctivitis

UrticariaShockUrtieariaShockDyspneaUrticariaAngioedema

ShockWheezing

UrticariaVemitingDyspneaUrticariaDyspneaUrticariaAngioedeina

DyspneaCollapseUrticariaAngioedema

DyspneaUrticariaDyspneaCollapseHeadache

UrticariaDyspneaCollapseAbdominalpain
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Age  
=

 age  at  the first visit

Biood  examination  (total IgE, RAST  score)and  Prick test are  done at  the first visit.

y:year,  m:month,  w:week
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IgE　RAST
score

IgG4

Prick　test

WheatRyeGluten

Wheat

Wheat

FEIAn 患者 の 臨床経過

1991．10　　　　1993．3　　　 1994．3　　　　 1995．3　　　　1995．9　　　　1996，4

0

8x832x28Oxatomide

e

2 2 22

O．3

0

6x6 　　　 4x4
34x30 　 　15xl4

0

1

1．2

Oxatomide

◆

◆

DSCG
一

　　 　　 Repirinast

Fig．　L　 Changes　of 　laboratory　data　in　Case　l．

（YM ）

（Ufml）

（mm ）

Caseの 番号は Tableの Caseの 番号 に相 当す る．）

　 こ れ らの 症例 に対 し，エ ビ （Case　9，10），巻 き貝

（Case　13），魚 （Case　12）が原因の 場合に はその 摂取を

やめるよ うに指導し ， 小麦食品や中華料理 の 場合には

完全除去が 困難なの で，当該食物摂取後の激 しい 運動

を控える よ うに指導 した．また，13症例で抗 ア レ ル

ギー薬の 内服治療 を行 っ た．Case　l， 3 で は再発 の 際

などに抗 ア レ ル ギ
ー

薬 の 変更 を して い るの で，抗 ア レ

ル ギ
ー薬 の 使用例は，DSCG 　9例，　repirinast　5例，　oxa −

tomide 　2 例の 延べ 16例に な っ た．

結　果

　FEIAn の 診断が つ け られ ， 上記 の 指導が行われ た の

ちの 経過 をみる と，食餌 ＋ 運動に よ り呼吸困難，意識

低下，眼瞼浮腫などの ア ナ フ ィ ラ キ シー様症状 を再現

した症例は Case　1，3，5 の 3 例，蕁麻疹 を呈 した症例

が Case　2， 8，
11 の 3 例 で

， 他 の 症例 は 症状の 再発 は

み られ なか っ た．ただ ア ナ フ ィ ラ キ シ ー様症状 を再現

した症例も年を経る毎に，蕁麻疹 の み或 い は鼻汁や く

しゃ み の み とい っ た ように年 々 症状 は軽減 してきて い

る．全例 に お い て 1999年 1月現在，最短 1年 4 ヵ月 ，

最長 9 年の 完全寛解をみ て い る．好酸球数や血 清総

IgE 値が ， 経過 中有意 に増加 した り， 減少 した り した 例

は み ら れなか っ た．小麦に対する 血清 IgG　4値 も ， 経過

中に増加する もの （Case　1）， 減少す る もの （Case　2），

不変 の もの （Case　3）と様々 で，一定の 傾向は得 られ な

か っ た．抗 IgE 抗体刺激 に よ る ヒ ス タ ミ ン 遊 離反応試

験 を施行 した Case　1， 4， 5， 7， 14の 5症 例 の うち

Case　1を除 く4症例に DSCG 内服前 に 比 し て DSCG

内服後に遊離率の 低下が み られた，小麦に対する 血清

特異 IgE 抗体 の ス コ ア 低下 をみ た症 例 が 3例 （Case

1，2，3）あ っ た が，そ の うちの 2例 （Case　2，3）は プ

リ ッ ク テ ス トで はむ しろ反応が増強して い た．血清特

異 IgE 抗体の ス コ ア が不変 で ， プ リ ッ クテ ス トで は反

応が若干軽減 して い る 症例 （Case　4
，

7）もみ ら れ た．

　以 下 に 比較的詳細に経過を追跡し えた 4 症例を呈示

する．

　Case　1 は ， 1991年 9 月 の 初 診時 ， 14歳 の 男性で あ

る．1990 年 6月 （13 歳），水泳後に 眼瞼浮腫，全身発

赤を認め る エ ピ ソードが 6 回あ っ た．その半年後に は

剣道後に喘鳴 ， 顔面浮腫を生 じた こ とが 2 回あ っ た．

1992年 7 月　（15歳），ド
ー

ナ ツ 摂取後 に眼瞼浮腫，呼

吸困難が 出現 し，oxatomide の 内服 を 開始 した ．1993

年 2 月（16歳），卵，天 ぷ ら，ベ ーコ ン などを含む昼食

を摂取 した約 45分 後に ジ ョ ギ ン グを して ， くしゃ み と

呼吸 困難を生 じた，そ の 後 も同様の エ ピ ソ
ードが 2 回

あ り，FEIAn と診断さ れ，　 DSCG 内服 を開始 した．そ

の 1 カ月後には ラ
ー

メ ン 摂取後 ， 自転 車に乗 り， 呼吸

困難が 生 じた．DSCG を食前 3 回毎 日服用す る の は 困

難で ，本人の 希望に よ り抗ア レ ル ギ ー薬は再び oxa −

tomide とした．1994年 2 月 （17歳）よ り抗 ア レ ル ギ
ー

薬 は ， DSCG を lead　compound と し て 開 発 さ れ た

repirinast に変更 した ．そ の後 もしばら く， 冷 や 麦摂取

後 ， 猛 暑中 の 歩行で呼吸困難 が生 じた り，ラ
ーメ ン摂

取後サ ッ カ ーをして 眼瞼浮腫，喘鳴，くし ゃ み，鼻汁

が生 じた り， 庭で草刈 り中 に 眼瞼浮腫 ， 発赤疹が生 じ

た りの エ ピソ
ー

ドが み ら れ た が ，症状の 強い ときに は ，

ベ タ メ タ ゾ ン と d一マ レ イ ン 酸ク ロ ル フ ェ ニ ラ ミ ン の
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狩野博嗣他

1996，2　　　　1996．3　　　　1996．5　　　　1997．1　　　 1998．1

2 12

2．6

5x5　 　 　 　 4x4

7xl2 　 　 4x48x8

0

011

o22001

，5

Bread

5x5 　 　 5x5

20x25 　 20　x　20

（Y，M ）
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5x5 　 　 5x5
（mm ）

8x12 30x35 　　　20xl6

一
　 　 　 　 　 　 DSCG

Fig，2．　Changes　of　laboratory　data　in　Case　2．
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配合剤 （セ レ ス タ ミ ン ）の 頓服 を行い
， 全身性の 症状

に は至 らなか っ た．こ こ 3 年間は ア ナ フ ィ ラ キ シー様

症状 はみ られ て い な い ．検査所見 （Fig．　1）で は ， 小麦

に 対する IgE　RAST 　score は，2 か ら 0 に低下 して い

る．小麦の エ キ ス による プ リ ッ クテ ス トは，発赤部が，

32x28 → 34x30 → 15xl4mm ，膨疹部が，8x8 → 6x6

→ 4x4mm と縮小傾向が みられ て い る．

　Case　2 は，1996年 3 月の 初診時，16 歳の 女性 で あ

る ．1995年 7 月 （15歳），体育や部活の 時間に全身の

掻痒 を感 じた こ とが 3 回あ っ た．1996年 2 月か ら 3 月

にかけて（16歳）， 朝食にパ ン を食べ た後 の 自転車通学

中に 上肢お よび頸部に蕁麻疹が生 じた こ とが 2 回あっ

た．そ の後 ， 昼食に や きそば を食べ た後の長距離走中

に蕁麻疹お よび血圧低下がみ られ ， 3分程 度 の 意識喪

失が あ っ た．FEIAn と診断され ，
　 DSCG の 内服 を開始

した．その 後，朝食に パ ン などを食べ た後の 蕁麻疹が

2 度あっ た．1997年 4 月に は ， 昼食に シ ュ ウ マ イを食

べ た後 の ラ ン ニ ン グで全身蕁麻疹が生じた り，自転車

をこ い で い る と きに全身蕁麻疹が生 じた りしたが，ベ

タメ タゾ ン と d一マ レ イ ン 酸ク ロ ル フ ェ ニ ラ ミ ン の 配

合剤あ る い は マ レ イ ン 酸ク ロ ル フ ェ ニ ラ ミ ン （ポ ラ ラ

ミ ン）の頓用に て対処 した．こ こ 1年 8 カ 月間は，ア

ナ フ ィ ラ キ シー様症状 は み ら れ て い ない ．検査所見

（Fig．　2）で は，小 麦に 対す る lgE　RAST 　score は ， 2
→ 1→ 0 と低下 して い る．一方，小麦や バ ンの エ キ ス に

よるプリ ッ ク テ ス トは，陽性が持続して い る．

　Case　3 は
，

1994 年 3 月 の 初診時 ，
13 歳 の 男性 で あ

る．1990年（9 歳），ラジオ体操後，眼瞼浮腫が生じた．

そ の 後 2 年間で ジ ョ ギ ン グや体操 の後に眼瞼浮腫を生

じた こ とが 3 回あっ た．1992 年 12 月（11 歳），マ ラ ソ

ン 後に眼瞼浮腫 ， 全 身蕁麻疹 ， 喉頭部閉塞感が み られ

た．1993年 5 月 （12歳），ラ
ー

メ ン な どを摂取 した後

の ラ ン ニ ン グ に て 眼瞼浮腫，全身蕁麻疹 ， 呼吸困難が

生 じる エ ピ ソードが 4 回あ っ た．1994年 3 月（13歳），

当院を受診し ， FEIAn の診断をうけた．同年 6 月に は ，

昼食後 の 自宅掃除中に眼 瞼浮腫を生 じた こ とが あ っ

た．また，同年 7月には，猛暑の 中を歩行中に蕁麻疹

が生 じる エ ピ ソ ードもみ られ，repirinast の 内服 を開

始 した．そ の 1 カ月後に ，
ピ ザ摂取後 ， 祭 りに 出かけ，

眼瞼浮腫や結膜充血が
一度生じた．1996年に 入 っ て か

ら も，うどん摂取 1時間後に 自転車に乗 り，眼瞼浮腫

が生 じた り，ピ ザ摂取 30分後に喉頭掻痒感，咳嗽，呼

吸困難が生 じた りの エ ピ ソードがみられ たが ， その 都

度ベ タ メ タ ゾ ン と d一マ レ イ ン 酸ク ロ ル フ ェ ニ ラ ミ ン

の 配合剤の 頓用で対処 した．1997年 1月 （15歳）よ り

抗ア レ ル ギ
ー

薬 を DSCG に変更 したが，以降 2年間は

アナ フ ィ ラキ シー
様症状はみ られてい な い ．検査所見

（Fig．3）で は，小麦 に対す る lgE　RAST 　score は，2

か ら 0 に低下 して い る．一
方 ， 小麦や パ ン の エ キ ス に

よるプ リ ッ クテ ス トは ， 陽性が持続 して い る．

　Case　4 は，初診時 18歳 の 女性 であ る．14歳 の 頃よ り

3 回 ， 小麦食品摂取後の 運動に よ りア ナ フ ィ ラ キ シー

シ ョ ッ ク をお こ した．ア レ ル ゲ ン 検査 で も， プ リ ッ ク

テ ス トで小麦強陽性，工gE　RAST で 小麦 score 　2 を示

して い る．こ の 患者に対して は ， 以前我 々 が ， 報告 し

て い るように5），本人 の 同意 の もとに  運動負荷，  食
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IgE 　RAST
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IgG4

Prick　test

WheatMaltGluten

Wheat

Wheat

FEIAn 患者の 臨床経過

1994．42

＜ O．3

4x420x27

1995．72

＜ 0，3

Bread

1996．4022

〈 0，3

1997．1

7x7 　　　 　 8x8

34x32 　　　　　25　x　24

（Y ．M ）

（U／ml ）

5x5 　 　 　 10　x 　10
22x30 　　　　28　x 　30

（mm ）

一

　 　 　 　 　 Repirinast
eDSCG

Fig．3．　Changes　of 　laboratory　data　in　Case　3．

餌 ＋ 運動負荷 ，   DSCG 内服下で ， 食餌 ＋ 運動負荷の

3 種の 誘発 テ ス トを行 っ た．そ の 結果，  ，  の 場合 に

はア ナ フ ィ ラキ シー様症状はみ られなか っ たが ，   の

場合に は ア ナ フ ィ ラ キ シー様症状がみ られた．また，

1秒 量 の 低下 ， 血漿 ヒ ス タミン の 上昇 も  と  で は ， 明

らかな相違がみ られた．

　 こ の 結果 に基 づ き，Case　4 を含 む Case　1，4，5，

7， 14の 5症例 の FEIAn 患者に お い て DSCG 　600　mg

分 3 を 4 週 間内服させ ， そ の前後で抗 IgE 抗体刺激に

よ る末梢血好塩基球か らの ヒ ス タ ミ ン 遊離反応 をみ

た．抗 IgE 抗体が 10−3 か ら 10− 5 に い た る 5段階の刺

激 に於 い て ， Case　4 で は DSCG 内服の前後で 77．1％，

Case　5 で は 63．6％ ，
　 Caseユ4 で は 57．5％ ，

　 Case　7 で は

50，0％ の 遊離抑制がみ られた．こ れ ら 4例 の 患者に は，

DSCG 内服を 8 週間継続 し たが ，い ずれ もその 後 3 年

間以上 ア ナ フ ィ ラ キシ
ー
様症状は起 こ っ て い な い ．

考　察

　 FEIAn は，呼吸困難，意識喪失と い っ た劇的 な症状

を呈する の が特徴で あ り，適切な対処をしなければ致

死 的な転帰に至 る こ と もあ りうる．若年者 の 運動中 の

突然死症例に もこ の疾患が含まれ て い る の で は ない か

と もい われ て い る．こ の 疾患 の 特徴 は ， 食物ア レ ル

ギ
ー，運動誘発ア ナ フ ィ ラキ シー

と異な り，食物と運

動の 両者が 組み 合っ た 時に ，症状の 発現 が増強さ れ る

とい う点で あ る6）．機序 として は，  運 動に よ り食物

抗 原 の 吸収が促進 され
， 肥満細胞 が 抗原刺激をさ ら に

受けやす くなる．  肥満細胞上 の特異的 IgE 抗体と食

物抗原が 結合する こ とが運動に よ り促進して ，脱顆粒

現象を加 速す る．  運動 に よ り皮膚 と血管 の 感受性が

高まる ， 等が考えられて い るが ，
い ずれ も推測 の 域 を

出ない ．

　FEIAn の発症時の対策として は ， 現時点で は ，   比

較的軽症 の 場合に は抗 ヒ ス タ ミ ン 薬単剤 の 内服 ない し

静注，  中等度の 場合には呼吸 困難 の 出現 や血圧低下

を警戒 しつ つ 抗 ヒ ス タ ミ ン 薬の 内服ない し静注 （場合

に よっ て は ス テ ロ イ ド薬を加え る），   呼吸困難や 血圧

低下な どを伴う典型的な ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー

シ ョ ッ ク 時

に は エ ピネフ リ ン皮下注と抗 ヒ ス タ ミ ン薬の静注 （場

合に よっ て はス テ ロ イ ド薬を加える） とい うこ とに な

ろう．

　今回我 々 が，FEIAn に 対 して と っ た継続的な対策

は，  該当食物を摂取しない ，  該当食物除去が 困難

な場合 には ，食事後の 激 しい 運動を控える，こ とで あ っ

たが ， 小 麦食品 ＋ 歩行 とい っ た通常では避け られない

組み合わせ で も生 じる こ と よ り，7 割強の 症例で 抗 ア

レ ル ギー薬の 予防内服を行っ た．結果は ， ア ナ フ ィ ラ

キ シー症状 の 再発がみ られた例 も少数存在 したが，概

ね，症状 は軽快 し時間が経過する と FEIAn は生 じな

くなっ た．症状軽快に寄与した と考え られた抗ア レル

ギ
ー

薬 の
一

つ で あ る DSCG の 作用機序 と して は
，   肥

満細胞保護作用7），  腸管透過性亢進抑制作用 8）， 

腸管で の 抗原吸収抑制作用9）な どが従来示 され て い

る．実際 に Case　4 におけ る我 々 の 検討で も DSCG に

よ っ て 血 漿 ヒ ス タ ミ ン の 上 昇や 1秒量 の低下 が抑制さ

れ，DSCG 内服が FEIAn 症 状 の 発現を阻止 した こ と

が 示 され た 10）．更 に
，
DSCG 内服 前後に末梢 血 好塩基

球よ りの ヒ ス タ ミ ン遊離反応 を抗 lgE 抗体刺激で み
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た例で は ， DSCG 内服後 に遊離率の 低下が み られ ，

DSCG が IgE依存性の 反応 を抑制 する可能性 が 示 さ

れ た．しか し DSCG は腸管か らほ と ん ど吸収 され な い

の で ， DSCG が体内で好塩基球に結合し ， 抗 IgE抗体

刺激 に よ る ヒ ス タ ミ ン 遊離を抑 制 した とは考えに く

く，そ の機序に 関して は検討が必要である．今回の 我 々

の症例で も小麦に対する IgE 抗体の 低下 をみ た 例が 3

例 あ っ たが，そ の うちの 2例はプリ ッ ク テ ス トで はむ

しろ 反応が増強し て い た，IgE　RAST の 方が病態を正

確 に反映 して い るとい うよ りは ， しば ら く当該食物を

制限して い たため に IgE　RAST 値 は低下 し たが，プ

リッ クテ ス トは それ よ りも感度が高い の で 陽性が持続

した の で は ない か と思 われ た．ゆ え に特異的 IgE 抗体

値の 減少に よ り症状が軽快 した の か どうか の判断は難

しい が ，

一
部関与 して い る 可能性は あ る，本疾患 は，

抗ア レ ル ギ
ー薬の 継続投与に よっ て 症状 を抑制す る う

ち に特異的 IgE抗体値の低下 や 肥満細胞 の 反応性 の

低下などの免疫寛容が獲得 され る疾患なの か ，発症は

激烈で も自然緩解の 得られ る疾患な の か ，食物 ＋ 運動

＋ α の 因子が あっ て 発症する もの な の か ， まだまだ不

明な点が 多 く，今後 の 更 なる解析が待た れ る と こ ろ で

ある．因み に 十字 らは FEIAn　l4例 中 9例 （64．3％）に

気道過敏性を認め て い る こ と か ら，気道過敏性 の 是 正

も治療上重要で ある と指摘 して い る11）．

　食物ア レ ル ギーの 診断に して もFEIAn の 診断に し

て も本来は負荷 試験 に よっ て の み診断が確定する もの

で あるが ，
ア ナ フ ィ ラ キ シーシ ョ ッ ク とい う危険性 も

有す る た め患者ない し は家族の 同意が得 られな t　
一

ス も多々 あ る と思われ る．そ の ような場合に は可能な

限り詳細な問診 を行 い
， 皮膚試験 と血清特異 IgE 抗体

測定 ， さらには ヒ ス タ ミ ン遊離試験を行うこ とで 診 断

の 感度お よび特異度を上 げられ るの で はない か と思 わ

れ る．

　 本疾患が最初 に報告 され て約 20 年の歳月が 流 れ ， 本

邦 で も調 べ 上 げ た 限 り約 150症 例 の 報告 をみ て い る

が ， 治療後の経過を述べ た報告 はほ とん どみ られ て い

な い ．今回我 々 が経験 した 18例の 経過か ら類推すれ

ば ， 長期経過観察をする中で，多 くの もの が軽快 して

い く傾向は あ る よ うに 思われた．

　なお，本論文の 要旨は ，第 10 回 日本 ア レ ル ギー学会春季

臨床大会 （名古屋，1998）に お い て 発表した．
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CLINICAL COURSES  OF  18 CASES  WITH  FOOD-DEPENDENT
          EXERCISE.INDUCEDANAPHYLAXIS

    Hirotsugu Kanoi), Fumiko  Juji2), Noriko Shibuyai), Masami  Naritai), Shinichi Naritakai)3) 
,

                Matsunobu  Suko4), Yutaka Morita5) and  Tsutomu  Iwata6}

            
i)Department

 ofPediatrics, Facutty ofMedicine, 7:he University of Tokyo.
2)
 Shinbashi Allergy and  Rheumatism Clinic. 3) (]ijima Pediatric Ctinic, 4) 7bkyo University ofArts and  Music,

5)
 71he University of Tokyo, Graduate School of medicine.  Internal Medicine, Medicine I, Respiratory Medicine,

      
6>Department

 ofPediatrics, Mojirodai Campus, Faculty ofMedicine, The University of Tbkyo

   Eighteen cases  (7 males  and  11 females) of fbod-dependent exercise-induced  anaphylaxis  were  observed

for several  years, The  age  of the patients at the first visit to our  hospital ranged  from 9 to 43 years (average
24.3 years) , The  offending  foods were  wheat  in 9 cases,  shrimp  in 2 cases, shellifish in 1 case,  fish in 1 case.  and

unknown  foods in 5 cases,  The  inducing exercises  were  ball play games,  running,  riding  a  bicycle, swimming,
kendo (Japanese fencing) , walking,  and  so on. We  advised  these patients to avoid  eating  offending  foods or
taking  exercises,  or  to take antiallergic  medicine  such  as  DSCG,  and  repirinast.  We  observed  their clinical
courses  and  laboratory data for 2 to 10 years, Only a few cases  relapsed  anaphylactoid  reactions,  but all eases
have improved unti1 now.  In some  cases,  IgE RAST  scores  for wheat  decreased In other  cases,  the rate  ef his-
tamine  release  on  anti-IgE  stimulatiQn  decreased after  taking  DSCG.
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